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中国語の入門や日中両国の相互理解など 関 多数の著述を出版されています。講演では︑ご自身がどのようにして日本語を勉強されたかというお話が聞けるも と思い す。国際交流基金日 語国際センター所長の西原鈴子さんは外国人に対する日本 専門家で︑アメリカ︑日本︑その他 国々で日本語教育を
実践されてき








2おそらく皆様は︑ ﹁なんとまた多彩なメンバーだろう﹂ ︑ ﹁いったいまた︑なんでこんな取り合わせ？﹂ とお思い
のことでしょう。このような多彩な講師陣になったのは︑ ﹁グローバル社会における日本語のコミュニケーション
 ﹂




とったところ︑多くの企業人が︑ ﹁上司と部下のコミュニケーションができていない﹂ とか ﹁新入社員は︑日本語のコミュニケーション力が不足している﹂ とかいった回答をしてきたそうです。しかしそれは会
社に限ったことでは
ありませんね。家庭の中でも︑夫婦間のコミュニケーション不足で離婚が起こる︑ある は︑親と子供の間のコミュニケーション不足で学校でトラブルを起こすというように︑日本人の間でも ﹁コミュニケーション力﹂ というがキーワードにな ています。
同じことは︑おそらくどこの国でも︑どの言語でも起こり得ることです。
D
eborah Tannen ︵デボラ・タネン︶ と
いうアメリカ人の言語学者が︑アメリカ人同士の英語会話を録音して分析した本が何冊か出ていまして︑ひとつの事例として︑こういうのがありました
アメリカ人 士の夫婦。夫はビジネスマンで︑会社ではとてもよく働き︑社内での会話や︑取引先との会話は
非常に上手で雄弁です。パーティの席でも︑常に面白い話を ︑みんなが彼のそばに寄っ くる。 ころが この旦那さん︑家に帰ると一変します。奥さんが ﹁今日は 会社︑どうだった？﹂ と聞いても︑ ﹁あぁ︑疲れた
。 ﹂ と
か ﹁大
変だ。 ﹂ とか ﹁男は外に出れば戦場だ。 ﹂ というだけで︑面白い話は全然しません。奥さんは︑この亭主が会



























apport Talk ︵ラポート・トーク︶ と呼びました。
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違いと捉えたのですが むしろコミュニケーションの中身とコミュニケーションの作法の違いと捉えるべきでしょう。話す中身と︑話すときの作法 ︵つまり︑敬語が必要なのか︑ため口で 良いのかといった話し方︶ をきちんとわきまえていれば︑私たちの日常 コミュニケーションギャップも︑たいていは解消できる はないでしょうか。
今やグローバル化によって︑英語が世界共通の言語になっています。日本でも︑多くの企業が社内の会議で英

























すべき施策として︑新しい提言をしました。そのなかの大きな柱は︑英語力です。ここまでできなければいけないといったことを︑あらためて政府はいっています。ちょっとした会話や︑海外旅行にでかけるくらいの英語 ︑最近の日本人はだ たいできるようになった︑しし︑グループのなかで自分の意見を発表して理解してもらうようなことは︑なかなかでき ︑そのため︑もっと英語 やる必要があるということで︑ますます英語教育に力がいれられているのが現状です。
これはあながち否定できないところもあります。世界の共通語は︑
今のところは英語です。共通語としての英 の現状
たまたま二日前 ︵三月八日︶ に早稲田大学で二日間にわたって ﹃国
際共通語としての英語について﹄ というシンポジウムが開催さ ました。そのシンポジウムで︑外国からこられた研究者が次のように っていました。 ﹁
これまでも共通語は世界にあった。たとえばラテン語



























通語としての英語﹂という言い方をします。もはやそうなっています。今後もっとそうなります。現在︑英語は母語でないのになんらかのかたちで使っ いる人たちは十六億人ほどいますが︑母語話者︑ネイティブ・スピーカーはたかだか四億人です。 はないが︑必要に迫られて使う人 数が圧倒的に多いわけで それが共通語としての英語の実態です。
そうなると︑英語自体が最近は変わってきていますし︑変わってい










6なることもあります。特に人間が移動する頻度と幅の広さもかつてないほどです。その結果として︑私が専門にしております翻訳学︑通訳学からいうと︑世界各国で通訳者 翻訳者への需要がかつてなく増しています。以前は 通訳というと︑会議通訳でした。今日のよう 立派な会議場で会議が行われる ︑た えば 日本語で話をすると︑それを同時通訳者が 英語なら英語︑フランス語ならフランス語に同時通訳して︑それを聞く という会議 が一番目立つ存在でした。しかし︑考え みると︑そのような会議に出席する人はごく一部で︑しかもエリートです。多くが専門分野を共有していますし︑そのような人たちはたいてい英語ができますので︑それほどコミュニケーションに支障をきた ません。
何が一番困るかというと︑世界の人たちが自由に動いた結果とし




























































フィリピンから来日した人たちが看護師として勤めて ます。この人たちは︑日本人と同じように︑日本 国家試験を受けて看護師の資格を取得して︑なるべく で看護師として働きたいという希望を持ってやってくるわけ す。そ て 介護 現場でも評判が大変よいのです。このような人たちはこれからも増えていくでしょう
それから︑ビジネスこそ英語で大丈夫でしょうと 日本人は思いが
ちです。楽天だって英語︑ユニクロだって英語を公用語にして るく
8らいだ︑と思いがちです。しかし︑日本の国内の企業で外国人を採用している企業は︑逆に︑日本語を共通語として仕事をしたほうがはるかにうまくいくということを学び始めています。特に日本をマーケットにして︑日本で仕事をする会社の場合︑社内でいくら英語を使用したってマーケットは日本なのですから︑外に出ていったら日本わなければなりません。いち ち翻訳する手間 省 て︑むしろ外国人の社員に日本語をきっちり学んでもらって社内の共通語は日本語するという試みが少 ずつ増えてきているのが現状です。
このようなことを踏まえると︑日本語を日本の共通語として︑外









て︑日本人はもっと熱心にやる必要があります。もちろん国立国語研究所もやっておられますが︑も と一般社会において日本語教育に対する関心が広がってもよい 思っています。政府が今︑ ﹁グローバル人材育成﹂ ということで︑英語 できる日本人を育てようとしています。それはそれで結構ですが もう一つ︑日本語ができるグローバル人材も育成したらいかがか︑と思い 。
私の分野からいいますと︑もっと数がほしいのは︑外国語を母語と
していて日本語をその外国語に通訳・翻訳してくれる人で 日本にいる日本の通訳者や翻訳者の多くは︑特に通 者は︑両方向の訳をします。つまり︑外国語から日本語︑日本語から外国語へ 専門が英語なら︑英語を日 語に通訳するだけでな 語から へも通訳します。でも︑ヨーロッパの規範では︑外国語から母語へ いう一方通行
が一番望ましいとされています。表現力が母語のほうが豊かだ














おられました。こ ようにして日本語を学んだ人もいるのです。学んだ人のなかで︑その後アメリカに帰ってモントレー国際大学院の日本語の通訳コースにはいって日本語の通訳者になるべく勉強している方が数名います。ですから長い目で見て︑日本語教育をじっくり行うことにより︑その人たちがいずれ日本語と外国語との同時通訳者になってくれる︑あるいは翻訳者 なってくれる ︑いろいろ 意味で日本の発信力もましますし︑日本という国がもっと多層的に理解されことになります。もちろん︑日本人が海外で通用するようなグロ バルコミュニケーション能力を身につけることも重要ですが︑ れだけでなく︑もう少し日本の人︑文化 社会を理解し らうため は︑長い時間はかかりますが︑日本 を学んでもらって世
界に発信してい











ますが︑多くの方は日本語を教えるってどういうことだろう︑どのように教えるのだろう︑外国人 きちんと ができるようになるんだろ かなど︑いろいろな疑問 お持 だろうと思います。そこで︑本日の私の話は︑よく尋ねられる四つの質問と その答えを通して︑日本語を教える楽しさと難しさをご紹介した と思います。
まず︑最初は ﹁日本語教育と国語教育は同じですか？﹂ という質問














あるのでしょうか？﹂という質問です。 ﹁英語ができなくても教えられますか？﹂ ﹁日本語を教えて苦労することは？﹂ など︑教えることに関する質問に対して︑私自身の経験からお答えします。
最後の質問は︑ ﹁日本人なら誰でも日本語教師になれるでしょう


























































































xchange and Teaching 
Program
︶ で来日した英語指導助手や英会話学校の先生などはすぐ頭











ますが︑では︑ ﹁すぐに日本語を教えましょう﹂というわけにはいきません。日本語を教える前にまず大切なことは︑ニーズ分析ですニーズ分析とは︑学習者を指導するために必要な情報を収集することです。たとえば 何のために日本語を学ぶのか︑これま にどれだけ日本語を勉強していたか︑あるいはまっ く勉強していないか︑今現在のレベルはどのようなものかなど いろいろ分析したうえで日本語
指導を教えることをスタートさせます。それと同時に︑コースデザインが大切になります。コースデザイン
とは︑これからどう指導していくか︑指導全体の計画を立てることです。たとえば︑あと れくらい日本に滞在するのか︑学習 割ける時間はどの程度か︑教材・指導方法 ういった がよいか︑クラスでレッスンするのがよいか︑個別レッスンがよ かなど トータルで教え方を考えていく必要が ります。日本語教育と国語教育は違う？
ところで︑日本語教育と国語教育とは じでしょうか。まず︑日本
















主に文学作品の読解や鑑賞などが中心になります。このように︑日本語教育と国語教育には︑大き 違いがあります。一般的に︑国語の先生が日本語の先生になったらよいのではないかと思われがちですが︑実は日本語教育は英語教育に近いと えると思 ま外国人にとって 語 難しい？
外国人にとって日本語は難しいでしょうか。日本語は世界の他の言





















































































1. 生まれる　2. 生きる　3. 生える　
4. 生活　5. 一生　6. 大往生　7. 生卵　
8. 生醤油　9. 芝生　10. 弥生　11. 生粋　





























になるでしょうか。①は ﹁ゆっくり話してください﹂ ︑②は ﹁姉は二人います﹂ ではなくて︑ ﹁
M
y elder sister has tw





ですが︑正しくは ﹁おいしかった﹂ です。これは︑きれいだった︑やすみだったという ﹁だった﹂ ら類推し︑おいしいに ﹁だった﹂ をつけてしまったと思われます ︵
?
7︶ 。
④は︑ ﹁おもしろかったんです﹂ は︑正しくは ﹁おもしろかっ ﹂ で
すが︑このように ﹁～んです﹂ というのは強調だと習い ﹁おもしろかたんです﹂ というようにいってしまった可能性がありま
そして⑤は︑テレビのあるドキュメンタリーにでてきた外国人が非




8︶ 。さきほどご紹介した ﹁高いだった﹂ ︑ ﹁おい

























﹃明るい﹄ の語源は同じですか？﹂ という質問がありました。漢字が違うので︑違うのではないかと思ったのですが︑調べてみたら二つの形容詞は語源が同じでした。どちらも︑ ﹁アケ ︵明︶ ︑アカラム﹂という言葉からきていることがわかって︑私も大きな発見をさせてもらいました。
それから︑ある学生が︑ ﹁先生︑どうして日本人は小さい子どもに





























して︑日本の言語・文化だけのみならず︑政治・経済などを含めて︑勉強することが重要だと思います﹂ ︑ ﹁日本語を教えることは学習者の母語を奪う ではありません。学習者の母語・母文化を尊重し︑認め合うことの大切さを実感して 。
日本語を教えることの楽しさは︑私たちが日本語を客観的に見るこ
































































る中国』 （鈴木かおり 他と共訳、宋強・張蔵蔵 他 著、日本経済新聞社、1996年）、『それで











とてもきれいですが︑当時の苦労は大変なものでした。最初のころは機械もなかったの ︑全部︑鎌で収穫していました。広大な土地だから︑田畑のこちら側から朝から刈り入れを始めて向こうに着いたときには︑日が暮れていました。その め︑帰りには腰をまっすぐにすることができなくなりまし 。 から 夜宿舎に戻っても︑腰を曲げたままの格好で食事をし そういうこと させられ いたのです。
そのなかで︑自分は詩人になりたい︑詩を書こうと思っていまし






岸壁を力強くけると︑その反動で向こうまで滑 ていけそうな感じでした。もちろんそんなこ はできません 文革中 すから︑ ん ことしたら︑まず銃殺されてしまいます。国境の川のど真ん中にまる見えない壁がそびえたっていたような状況で かし︑人間は




























































ローマ字がついた で︑それ りに読め 文革中の本ですから︑革命的な言葉が一杯 て す。 ﹁赤旗﹂と う単語 例にでてきて︑漢字を見ると︑中国では ﹁紅旗﹂ですが︑ ﹁
akahata ﹂とローマ

















































































































かった。あの寮の人たちはものすごく勉強している︑徹夜で教科書を読んでいるともっぱら 噂でした。それで読み終わった本を先生に返して︑また新しい本を借りてきました。松本清張の ﹃点と線﹄ ﹃黒い画集﹄ とか。そう うなかで勉強してきました。日本語学習の誤算
日本語を勉強する︑もう一つの大きな動機がありまし
た。詩を書けるのは若いころの特権で︑やがては書けなくなるだろうと思いますが︑詩を書くテクニック 年齢とともに円熟してくるわけで 。そうすると︑外国語を勉強すれば︑詩を翻訳でき ではないかと最初に思ってました。
実際に日本語を勉強して︑私が非常に好きな詩集は島











































ません。当時︑日本語を学ぶことを通し 得た情報などを発信することも難しかった。せっかく改革・開放時代になって︑いろいろ日本の研究などができるようになったとしても︑外国文学 動きを報道するのも︑当時︑中国では内部刊行物に ぎって たため公に発表することができませんで た しかし︑こ
うした環境の中でもめげずに自
分なりにいろいろ やって ました。たとえば︑ ﹃君 名は﹄ 翻訳しました。最初雑誌に掲載されたもので︑ものすごく売れまし 。数回も増刷 て七
十五万部くらい増刷したそうですが︑出版社が五十万
































































の図の左側は︑今から八年前の平成一七 ︵二○○五︶年 日本の人口です。ここにおられる方の多くは︑中学校︑高等学校の 会科で︑裾野をひいた富士山のような人口構 図を目にされて ると思います。四十年前の日本はややそうでしたが 二○○五年ころは︑六十五歳以上の人口が五人に一人 ︵二○
・二％︶ となり︑十五歳
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○○○年︑真ん中は二○二五年︑そして二○ ○年には右端 グラフのようになるでしょう。これは︑生産年齢 年寄りを支えているという図です。これを比喩的にみていくと︑今は三 ・ 六人の働き手が︑一人の高齢者を養っています 二○二 年になると 一 ・ 八人で一人
を養い︑二○五○年になると一 ・二人で一人の高齢者を養う時代になります。一人で一人を養
う状態に
















































第一は成長 の強化で︑研究開発活動の促進や︑イノベーション人材の育成 招聘などが挙げられています。第二には︑未来世代の育成 挙げらており︑少子化対策︑子育て支援︑教育の再生と続きます。 で重要な
のは︑出産率











































































































日本語︑つまり︑母語の違う人のあ だでも︑公用語が互いに通じるという条件を満たすことが必要になります。その場合︑情報伝達優先の日本語と︑美しい日本語︑文学の日本語︑芸術的日本語というようなも との関係 再考せざるを得なく るでしょう。
そのとき︑公用語の絶対的条件として︑まず情報伝達の機能が優














奥歯にもの 挟まったというか︑ ﹁ちゃったみたいなんだよなー﹂ というところが︑曰く言い難くモダリティ のです。伝えた 情報 外あって︑それを情緒的に包み込む部分をモダリティというのですが︑日本語はこれがとっても豊かな言語だと言われています。だからこそ日本語は非常に温かい言語だと日本語母語話者同士は考えてす。けれど外から見るとそこがちょっ 理解しが 部分になるのです。
そして︑ ﹁電車がまいります﹂という例文。これは最近︑文化審議
会国語分科会が出した敬 の指針のなかで︑謙譲語の二に入りますが︑なんで電車が謙譲語になるの いうことです。謙譲 の一は︑自分をへりくださせるということです。謙譲語の二はこの部分で 自分およびその周囲の事柄と思われることを︑
尊敬する誰かに話すとき



























たとえば︑ ﹁論文の原稿は︑○○先生が添削しました﹂というのは︑文法的に間違っているわけでなくても︑ ﹁正しい日本語 ではないとみんな思いますよね。先生だから ﹁してくださいま た﹂というのをつけたほうが いということで︑これは構造 つまり文法の領域ですが︑人間関係がいやおうもなく組み込ま てしまって る部分になります。
次は︑ ﹁オノマトペ﹂です。このごろ がっつり食べよう﹂という
若者が増えています。文化庁国語課のアンケートでは︑二 ％から
二五％ほどの国民が使っています。 ﹁ガッツリ﹂ ︑ ﹁ジメジメ﹂ ︑ ﹁カラカラ﹂ といった言葉は︑感性がその ま語彙になる表現なので︑日本語の母語話者にはピタリと来るのですが︑外からは理解しがたく︑強いて翻訳しよう しても描写的な表現にならざるを得ないことになります。


















じゃなくて︑そうなっちゃったわけ？﹂と思われてしまいますが︑日本では ﹁なりました﹂ と言わないと︑生意気に聞こえ よね。 ﹁結婚します﹂ とか ﹁結婚するんです﹂ というのは︑ちょっと奥ゆかしさを欠く︑ ﹁おやおや 思 れてしまう言い方ですよね。コミュニケーション類型の側面
さきほど鳥飼先生もおっしゃったのですが︑日本人は分かり合って
いることは言わない︑いう必要がないほうがよい関係だということが言われます。それから︑おしゃべりとか︑理屈っぽ のは敬遠されるという︑ ﹁高文脈﹂なコミュニケーションパターンを持った言語 。言葉にしなくても伝わると考える部分が多いのを ﹁高文脈﹂ といいます。その反対はドイツ語です。 ﹁低文脈﹂と い 。言わ ことは分かり合えない はっきり口に出し合うほ がよ 関係を生む いうことにな ます。日本語の場合︑聞き手の役割として︑常に推測によって話し手の発話意図を理解します。この人はど いうつ
もり
で︑こういうことを言って るんだろうか︑言われな こ にもたくさん意味があるのだ 考えて︑ つも緊張していなけ ばならな んです。そして︑人間関係
の構築においても︑ ﹁わきまえ﹂ ︑ ﹁気配り﹂







他人は知らない部分を一番大切 するという ︑そのことはあえて言わないという な文化です。そ から︑フラストレーションがたまっているとき︑どのように反応をするかを調べた国際的な調査があ
り︑日本語社会は ﹁内罰的﹂ だといわれることですが︑ ﹁雨の日に歩道を歩いていたら︑通りがかった車に泥をはねかけられてコートが汚れました。 ﹃すみません﹄ と謝罪する運転手に︑あなたは何と
言います
か﹂ 。という質問に対して ﹁ぼんやり歩いて た私が悪いんです。気にしないでくださ ﹂ と答えるのがこのタイプ なります。どう
も日本
人は︑私が悪いんです︑私 も落ち度 あ のです︑というよ なことを言いたがるということです。
最後に︑ ﹁起承転結﹂ の話の展開です ︵
?
17︶ 。さきほど鳥飼先生が































































 ﹁ここは何もいわないでおく﹂ というのでは︑実は何も伝わらない。これは日本国内でも世代間のコミュニケーションの問題として語られています。したがって︑ ﹁ここは何もいわないでおこう﹂ は禁句にしよう。
・
 常に ﹁冷えたアタマ﹂ を維持するように心がけるようにする。論理式に還元できるような情報伝達ができるという余裕を自分の頭のなかにもっておこ と うことです。
・












































































. 2000 language practice, language ideology, 
















































際化されてなかったねぇー。もう︑街歩いてるだけで︑道路の脇を歩いているだけで︑このへんで運転しているお母さんが私を見て︑ ﹁うわぁー︑外国人やわー﹂とかいってて︑ほんで僕のことばっか見てんですよ。運転しながらですよ。そして︑前の車に軽くバッーン てぶつかったんです。そういう経験があるんですよ。なんと三十五年前に日本の田舎︑ただ町歩いて るだけで︑私︑脇見事故を起こす力を持っていたんだ。
そのあと二回目の留学は大学生のころで︑最初は大阪の関西外国












よ。エッ︑へ な音だなと思 て︑後ろをみた ︑お巡りさんが車から降り
て︑こう手招きしているのです。
皆さんご存じだと思いますが︑外国の方は三か月以上︑日本に住ん
でいる場合︑最寄りの役場に行っ ︑身元保証書みて なもの つくらなければなんない。今は運転の免許証のような薄っぺら ものなんだけど︑一昔前は︑学生手帳みたい ち ちゃい本だったんで
すよ。





















﹁あれっ︑僕の外国人登録書ですか。これです﹂とだしたら︑お巡りさんが ﹁ここで待ってください﹂といって︑車に戻って無線でえんえんと誰かと話してんだ。 ﹁ふぉにゃ︑ふぉにゅ﹂とかい 。そして︑何遍もオラの証明書についてる写真を見て︑オラの顔を見て︑写真を見て︑オラの顔を見 ︑ほんとうに本人なのかどうか確かめてんですよ。警察署にてしばらくしたら戻ってきて︑お巡りさんが ﹁一緒に署にきてくださ
い﹂ っていうんです。 ﹁な で 警察署にいがねばなんねえんですか﹂と聞いたら︑ ﹁いいから乗ってください。パトカーに﹂ 。そんで︑後ろのほうに乗って ドアを締めた。お巡りさんは車を運転しながら︑なんと︑ライト照らして︑走っ んだ。﹁エッ︑どうなってんだ。オラ今逮捕された。よくわかんねーな﹂ 。後ろのほうでだんだん心配になってんですよ。警察署について︑座り心地の悪い椅子に案内され ︑座った。そ
したら︑そのお巡りさ
消えっちまったんですよ。周りに座ってんの























うんです。そういっていてもみんな恥ずか がる。 ﹁私︑英語苦手だからお前こそやんよ﹂ ︑ ﹁オラーもだめだ らお前いってやー﹂と ったりして︑指 差し合いになって て︑大騒ぎになるわけ んですそのなかから必ず一人がでてくるんですよね。ちょっとだ 心臓に毛の生えている人が。野球チームのキャプテンな か︑生徒会長さ みたいな存在が。﹁何︑外国人先生がきたって︑あっ︑ほんとだ。挨拶わー︑えっ︑まだ挨拶してねー
んか。だめじゃーん︑おめいら。じゃ︑オラ英












んだー﹂ と思ってしまうことが多いじゃないですか。外国人が対向的に歩いてくるだけで︑道をわた 反対側を歩く もいらっしゃるくらいなもんなんですよ。なんでそうな のかというと︑やっぱり言葉が通じねーえ だ。悪い先入観︑皆さん︑いまだに持っている方が多いようですよね。その古い先入観ちゅ のが 外国人イコール︑チンプンカンプン。
でも︑今は違うんだ。平成時代は違いますよ。今日本に住んでいる
外国人の七割以上の方が︑日常生活に困らな ほど 日本語力を でに身につけてんですよ。もちろ 人によってバラツキ あります。すごい上手な人もいれば︑まあまだ片言の人も るんだども︑ る程度しゃべ
れるんです。だから︑皆さん︑その古い先入観︑捨ててくださ













がサブジェクト︑日本語に訳すと主語。 ﹁私は 大阪へ︑行きます﹂という文章だったら︑主語は︑わかりますよね。 ﹁私は﹂ この文章の主人公が主語になるわけですね。この主語は︑外国の言葉にとって︑たいへーん大切なものなんです。英語でもドイツ語でも︑ロシア語もだいたいそうだし主語は︑一つ一つ 発言の
なかに必ずいれねばならないもんだとされているんです
。それがは
いってないと︑だいたいペケになるっていうルールになってるんです。それがだいた 世界共通的 ところ 。
けども︑日本語という言葉は︑この主語を︑使わねぇ。できるだ
け主語を落として皆さんしゃべるんですよね。長ーい会話しているとき︑冒頭ではそれを うんかもしんねーけど︑そのあ そ を落としてずうっとしゃべり続けるわけです。だから︑途中からそれを聞きにはいった人は︑誰の話を んだかわからないんですよ それが特徴なんです。この主語がなけ ば︑外国人にはじれったいんだ 誰の話をして かと 毎回いわないと︑なあー 情報が物足りないような気がする。栗山さんの家での出来事
僕が初めてこれにぶつかったのは︑奈良のときだった。住んでいた
のが栗山さんというご 庭でした。栗山さんとこに男の子が二人 たんです。僕の弟になるわけ けど 上の弟 ミキちゃ が︑ある日︑玄関で︑ある発言をしました。玄関ですからご存じのよう
に︑









聞いてしまいました 誰が﹂ って。 るとミキちゃ ︑ ﹁ハァー﹂ と
42
かいうわけなんです。 ﹁誰が﹂と聞かれたら︑日本人のほうがとまどうわけ。 ﹁誰が﹂と聞かれて︑ ﹁あのなぁー︑ダニエル。誰がっていったら︑行ってきますとゆうた人が行くに決まっているだろうが﹂と。おおー︑なるほどなと思ったんだ。
次に聞いたのが︑ ﹁どこへ﹂ 。それもいってい
ないんだか ね 聞いたら︑またミキちゃんが︑ ﹁はぁーっ。あのなあー 学生服を着てるやろ。学生服着てて︑行ってきまーすといったら︑学校に行ってくるに決ま るやろうが﹂と。 ﹁ほおー︑な ほど 服装をみ 決めるもんなんだぁー﹂ と。
去ったあと︑玄関の脇でちょっと考えこん




ら︑また意地悪に︑ ﹁誰がぁー﹂ って聞いて︑お母さんが ﹁わたしや︑わたし﹂と。そのあとお母さんの服装を見 困ってしまいました



























欲しかったですかあー﹂ とか聞いたら︑ ﹁やぁー︑喉から手がでるほど欲しくなりました﹂ と われて︑ ﹁ええっーっ﹂ と。オラ意味がわからなくて︑昼飯に何をくったん ろう と。こういう表現は︑ほんとにね。比喩を使うときのお願い
皆さん勘違いしねーでくだしゃい。外国人の友だちと話をして る
とき︑こういうのを使うなっと︑オラ絶対にいわないんです。反対です。バンバン︑バンバン使って ださい。使 ても︑これは日本語のミソなんですよ。こりにこってやっとできてきた日本語の宝石みてーえなもの 外国人もこ いう 毎日一つか二つくら 覚えるのが趣味だといっている人がいるわけなん すよ だからバンバンバンバン使ってください。
ただし︑一つだけお願いがあるんです。使ったあとにですよ︑必

























































詞を見ながら一緒に歌ったり カラオケにいったりと いい方法だと思います。発音もうまくなるし︑意味もわかるようになります。リズム感も生まれてくる です。映画が好きだったら映画を利用する。どうしても国連に興味津々だったら国連の本とか読んでてもかまいませんけど︑趣味を通じてやることがオラはお勧め 思います。初めて聞いた「グサイ」 て、名前？
 
もう一つ︑本川さんからは︑ ﹁日本語のな




だから︑玄関で困ってしまいました。ご挨拶をかわしている真っ最中に︑突然︑わかんない日本語がでてきて︑早くなんか言ってフォローしねばならない 玄関で考えこんで︑考える時間が○・五秒くらいしかなかったんだけんど︑ ﹁グサイ︑グサイってどういう意味だろう。あっわ った。奥さんのお名前だろう﹂と思って 僕が︑ ﹁あっ︑グサイさんですか。どうも初めまして﹂とか挨拶したら︑なかにはいっている人たちみんなが大笑いすんです。なんで笑ってんだ︑発音が悪いんだろう なと。
全然意味がわからなくて︑そのまま上
ダニエル・カール






す。この言葉に︑オラちょっ ひっかかったことがあります。奥さんのことけなすときは︑やっぱり ﹁うちのグサイ﹂ か言ったりしています。これも初めて聞 たのは山形です。
ある日︑偉い先生のうちに呼ばれました。
すごく緊張してたんだ。上司の上司の上司の上司くらいの人だったんで︑すごく緊張しながらも家を訪ねたんだ。そ はいったら奥さんもでてき ︑こちらの方もしかして奥さんかなと思っ ︑ ﹁あっ︑奥さんです 。おばんですー﹂とか言 ︑そのせぇんせぇいが気がつきまして︑初対面だとい
うことで︑正式に紹介してくれた
んです。 ﹁これがうちのグサイだ﹂ か言う
がって︑その後︑お料理とか一品一品奥さんが持ってくるたんびに︑私が行儀よくお礼を申し上げました。 ﹁あっ︑ありがとうございました︑グサイさん﹂とか言った して。下げるときも ﹁おいしかったですよー︑グサイさーん﹂とか言 いたんです。あとで酒がはいって︑ ﹁クサイちゃー ﹂となったりして︑言うたびにみんなが大笑いするんですよ。何で笑ってんだべえと︑理由はわか なかったけんど 気にな てて︑翌日県庁で ﹃広辞苑﹄ で調べてみたんでしゅ。
あの漢字を見て︑オラたまげたーたや







やー﹂ と思っていたのですが えら 目にあいました。
意味がわかったら︑あのせぇんせぇがな



































はありません。じつのところ︑日本社会全体に影響を及ぼし もよい では でしょうか。さきほど 西原先生のご報告でも︑これから外国からの人たちが増えてきて︑日本が多文化社会︑多言語化社会にな
鳥飼玖美子
48
ることを考えると︑普通の私たち母語話者がしゃべっている日本語がわかって当たり前ではすまされな ときもあります。そのなかで一番重要なことは︑論理的に話 ことでしょう。非常にハイコンテクストで︑共有している部分が多い場合には︑あうんの呼吸でわかります ︑そうではないこはダニエル・カールさんの話に きた通りです。ですから︑この人はわからない︑この人にはわからせたい︑とい つもりで丁寧に話をすることが︑ ﹁やさしい日本語﹂ の理念につながるように思います。外国人による「ファンサブ」 の流行・発達
もう一つの質問は︑ ﹁グローバルというの









い仕事がありそうだと思ったら︑簡単に移動するという意味では︑国家間の国境が︑限りなく垣根が低くなる可能性はあると思います。そして︑言葉が国境を越えるというのは︑この言葉は無理︑この言葉は越えられるという とはありません。どのような言語であっても︑今 国境を越えることができます。それはインターネットの発達によりますね。日本語 一つの例としてだしただけです。日本語はもちろん国境を越えています。
日本というと︑世界の若者が一番好きな







































うになったのが一九八○年以降とのことでしたが︑戦前の植民地での日本語教育はどうなっていたのですか﹂というご質問です。もちろん︑植民地での日本語教育はありました。ただ そのときは外国 して日本語を学ぶのではなく いわゆる同化政策の一つとして︑自分たちの国語として教えたので︑それは省かせてい だきまし 。しかし︑そのときのいろいろ 成果︑あるいは実践の方法などはその後の日本語教育にも影響を与えています。
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いただきました。たとえば︑ ﹁方言の習得などはどのようになっていますか﹂ ︑ ﹁留学・研修以外で来日されている就労者の日本語習得はどのようになっていますか﹂などです。時間の関係上お答えできませんが︑これだけ関心を持って いたことに感謝して︑私の回答を終えたいと思います日本語にとっての失われた十数年莫
　
私には︑ ﹁中国の北京︑上海に住んでい
る十五歳から二十五歳くらいまで 若者のなかに︑無意識に ﹃オーケー﹄ という言葉を使っている人は何％いますか﹂ という質問がきています。ご質問の意図が私にはわからないのですが︑おそらく西洋文化が中国の言語生活にどこまで浸透しているかという意図ではないかと思います。
結構増えていることは事実です。英語の








とき︑ ﹁ ﹃おもしろかったんです﹄と うのは︑正しいんじゃないです ﹂ とい ご指摘が︑二人の方からありました。これは状況がある程度わかれば︑たとえば︑ ごく楽しそうな顔をしていて︑ ﹁どう の﹂と聞かれるといった状況があれば︑ ﹁映画を見にいって︑とてもおも ろ ったんです﹂ のように使えると思います。 かし︑何も状況が明確でない場
合︑いきなり︑ ﹁講義︑おも
しろかったんです﹂ 言うのは少し不自然な感じがします。
ちなみに︑ ﹁ ﹃おもしろかったです﹄ という
のは︑ほんとうに正しいのでしょうか﹂というご質問ですが︑ ﹁おもしろかったです﹂というのは︑言いにくいかもしれませんが︑﹁お
もしろかったですよ﹂と︑後に終助詞が


















とにもリンクしま が︑日本の魅力をどう表現するのか。さきほど私が強調し ことは︑私が日本語を学習するのにどれほど苦労してきたか︑努力し たかではありません。昔︑日本︑日本語には︑自然 魅力がありました。私は一生懸命勉強 て︑この魅力を身につけようとしていたわけで今は残念ながら︑日本は失われた二十年だけでなく︑日本語にとっ も年まではいかないにしても︑失われた十数
年とはいえると思います。一例をいいます。
日本語学校が全盛期のとき︑ちょうど私











原稿料のない原稿は書けませんと言いたいわけですが︑それをみんな競い合ってやっています。そして︑その翻訳を見ると︑かにはすごくうまい訳もあり︑ の ごく感心させられるところがあります。一種のアンバランスがでてきています 非常に日本語に興味を持っている若い人にあったとき︑ものすごく驚くことがあり 。日本語は専攻として選んでいな のに︑日本語の単 がバンバンでてくるんで 。発音も非常によい。しかし︑こういった人たちを日本へ上手に引 つけてくるシステムだ完全にできて ません。
たとえば︑日本の専門学校などを見ると︑













の言語問題について それらの言語と︑共通語 ︵標準語︶ とし の日本語 バランスとる︑あるいは総合 に管理するとい
う意
味での言語政策は︑残念ながら日本政府は行ってこなかったと批判されて ます。ある言語学者は︑ の批判のなかで﹁日本語母語話者の社会は寄ってたかってアイヌ語を滅ぼした。沖縄 を抹殺した﹂いうようなことを述べています。
これからの日本社会が︑人口減少に直面
するという問題を考えるとき︑日本語がど














になってくれるのかが大きく疑問視されているところで︑これまでのように︑ ﹁鄕に入れば郷に従え﹂なのだから︑日本で働く人は当然日本語を使ってく さい。 の商習慣︑日本式のコミュニケーションに従ってください と言っていると︑移民獲得競争に負けてしまうことが現実となってくが二○五○年ころというわけです。そこでいろいろ考えることになります。
日本語が公用語になれば︑共通語として





















で小説を書く人も現れていますし︑学校教科書が︑科目によって横書きにどんどんかわっています。 のようななかで︑横書きの文脈と社会の発展︑私たちの国語に対する意識が関係して 日本語の書き方も決まっていくのだ 思
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あることがわかりました。所長は ﹁分かち与える﹂ という表現を使いましたが︑ ﹁共有する 共通する︑一般的な﹂という表現もありました。こ なかで私は︑ ﹁共有 る﹂ という言葉を大事なポイントとしてあげたい 思います。つまり︑互いに共有すること︑つまり外
国の方が日本語を学ぶことで︑共有する部分が広がっていきます。鳥飼
先生は ﹁外国語を学ぶことで窓が開かれる﹂ とお話しされ した カール先生の話でも︑お巡りさんに呼び止められてあのように話が展開したのも︑彼が日本語を使え からです。
莫先生とお話したとき︑ ﹁日本語を学ぶことによって︑今までぼんやりとしか見えなかったものが︑眼鏡をかけ
て周りがよりはっき 見えるよ になった﹂ ということが印象的でした そして︑私たち日本語母語話者も外国の人々の日本語をもっと理解す によって いろ
いろと共有する部分が広がっていくと思います。
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